
震源分布から見た九州の地殻構造と延岡の記象努

大篭信雄料

~ 1. まえがき‘

九州およびその近海における震源分布を調査し，その

結果と重力異常分布図および地震波の走時偏差を用いて
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九州地方における地殻構造について考察を行なった.

その結果40kmより浅い地震は九州全域に分布してい

るが，それより深い地震は限られた狭い層の中にだけし
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か起っていないことがわかった.さらにこの層の性質お

よびその成因についても考察を行なった.

また延岡測候所において記録された地震記象について

特性調査を行なった.まだ調査は不十分であるが現在ま
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での結果をまとめて報告する.

~ 2. 調査に用いた資料

昭和元年から昭和403年までの間に九州およびその近海

に起った地震で地震月報および月報別冊によって震源が

わかっているものを用いた.調査に用いた地震の年次別

数は第1表のとおりである.

調査の対象とした区域は主として 28030'N~34030'N 

128030'E ~1330Eによって囲まれる区域内である.

重力の資料は坪井によった.

~ 3. 震源の分布

3.1. 震央分布

調査に用いた地震の震央をすべて地図上にプロットし

たのが第1図である.九州地方には地震が密集して起っ

ている地域が幾つかある.その主なものをあげると，

( 1 )周防灘・伊予灘から愛媛県西部一帯

(2)日向灘

(3)種子島南東方100kmを中心とする海域

(4)熊本県北部から有明海一帯

(5)宮崎県西部のえびの町一帯

(6)鹿児島県大隅・薩摩半島から南西方向一帯の広い

海域

その中でも日向灘は大規模な地震がしばしば起る場所

として有名である.

九州地方に起った地震の深さ別の震央分布図を作ると

第 2図のようになる.最も深い， 200km以上の地震の起

こる区域は桜島付近から南西に延びる細長い区域であ

調査に用いた地震の年次別数

昭和年 地震数

1 8 23 12 

2 9 24 9 

3 11 25 12 

4 11 26 10 

5 7 27 25 

6 16 28 26 

7 13 29 17 

8 7 30 13 

9 6 31 ，17 

10 4 32 22 

11 1 33 24 

12 13 34 1-7 

13 4 35 23 

14 3 36 76 

15 2 37 55 

16 7 38 40 

17 12 39 44 

18 3 40 26 

19 3 41 25 

20 1 42 27 

21 4 43 101 

22 11 日十 777 

昭和年地震数

第 1表
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第3図九州およびその近海における h;;:;;40kmの地震分布 (1926~1968)

る.この区域内で，地震は均等に分布しているのではな この線より東においては浅発や，深発地震ともに数が

く100km位離れた幾つかの群が連なってこの区域を形作 多く，また被害を伴う大地震も多く起っている.

っている.深さ120kmから200kmの地震は宮崎県西部か 深さ別の震央分布を一枚の図に画くと第4図のように

ら南々西に延びて桜島付近を通り，屋久島西海岸を更に なる.

南々西に延びる細長い区域内で起っている. 100kmから この図に於て 40kmより浅い地震域のみは相隣る地震

120kmまでの深さの地震は大分県中部から宮崎県西部を との距離が 20km以内の地震密集域を示したが，それよ

経て屋久島に至る区域で起っている.第2図でiっかるよ. り深い地震域については，その深さに起ったすべての地

うに震源が浅くなるにしたがって起る区域が次第に東に 震を含んでいる.

移り，またその区域も拡がっている.北々東から南々西 3.2. 震源、の垂直分布

に延びている震源域の軸も平行に東に移っている.深さ このような震源の水平分布に対し，垂直分布を調査す

40kmより浅い地震は九州全域に分布しているが地域に るため調査対象区域を緯度線および経度線によって細分

よる密度の差が大きい.第2図でわかるように周防灘西 割し，垂直分布図を作成した.

部から鹿児島阿久根市付近を結ぶ線以西においては 40 3.2.1 緯度線によって分割した各区域の垂直分布に

kmより深い地震は起っておらず，文被害を伴なう大規 ついて

模な地震もこの調査の期間には起っていない 34030'Nから南に30'ごとに緯度線によって九州|を横
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第4図 深さ別地震分布図〈矢印は垂直分布図にもとづく系統的な深まりを示す〉
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第5図垂直分布調査のための地域細分割区域

に細がく分割し，北からJI原に1.2.3.4区・…・・とし，

30030'Nから29030'の聞を9区， 29030'Nから 28030'N

め間を10区とした司(第5図参照〉

各区域ごとの震源の垂直分布図を作ると第6図のよう

になる.

1区において殆んどの地震は深さ20km以内に，ほぼ

均等に分布しているが， 1320Eと1330Eの間に僅かに40

kmの地震が起っている.

2区においては震源が4つの群に別れておりlその中

で1320Eと133
0
Eの聞に地震が最も多く分布しており，

又その区域も広い.またこの群において 132030'E付近

から水平面に対しでほぼ55度の傾斜を持った層が西に向

って深く舌状に延びており(以下この傾斜した層を深発

地震層とする〕最も深いところは 90kmに達している.

浅いところでこの層は厚いが深さを増すにつれて薄くる

なる.また 80km付近で横に拡がる傾向を示している.

この層以外のところでは殆んどの地震が 20km以内の、

深さに起っており，その他には 40kmの地震が 1回ある

に過ぎない.

3区においても131030'Eから 1320Eの聞に2区の深

発地震層とよく似た層があり，水平面とほぼ50度の傾斜

を持っており，深さ115kmに達している.その他の所に

は深さ20km以内のものが多く，東部に僅かに40kmのも

のがある.

4区では1310Eから 132030'Eの聞に深発地震層があ.

り，深さ100kmの所で、それより深い部分と階段状に不連

続になってしtて，最深部は200kmに達する.二の層以外

のところにも地震が多く起っているが総て 40kmより浅

いもので、ある.

5区においても深発地震層は80kmの深さにおいてそ

れよりも深い層と階段状に連らなっており最深部は 160

kmに達して''¥'る.

6区では深発地震層は5区までと違って垂直に深さに

80km達している.

7区から10区にかけて深発地震層は南へ行くにつれて

次第にその深さを増し最も深いのは9区の 300kmであ

る.また浅いところから最深部まで連続した層で、なく幾

つかの群が連なって層をなしている.

このように40kmより深い地震はすべてこの深発地震

層の中で起っている.またこの層は北で浅く，南下する

にしたがっで次第に深くなっている.水平面との傾斜も

50--60度の角度をなしている.

この深発地震層が九州、i全般に分布する 40kmより浅い

地震の層と交る地点は，北部で、は1330E付近であるが南

へ行くにつれて次第に西に移り， 10区では13'00E付近で

ある.この南北の両地点を結ぶ線付近の地表浅層で地震

、が最も多く起っている.

この地震層とは別に 5区から南に，東方に向って深さ

を増す別の層があり 5区から南下するにつれて次第に

深さを増し 9 区で~120kmに達している. (第6図参照〉

3.2.2. 経度線によって分割‘した各区域の垂直分布に

ついて

1330Eから西方へ 30'ごとに経度線によって九州を縦

に分割し，東から順に.A・B・C区・…..と L129030'E

から128030'Eの聞をH区とした(第5図参照)この各区

ごとに垂直分布図を作成じたがこれが第7図である.

この第7図と，さきの第6図によって深発地震層の立

体構造について検討した.

第7図A区においては地震は3群に分れている 32
0

、N-330N の聞の群〈右上り斜線区)についてみると B-

区に封いては深さが更に深くなり 80kmに達し C区に

おいては第6図2区に示されているように深発地震層の

深い部分のみが 80kmから120kmにわたっており D区

においては更に深部だけが120kmから150kmにあらわさ

れている.この区の浅部から最深部への繋がりを第4図
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第6図 緯度線によって分割した各区域の地震の垂直分布

の矢印で示したが系統的な深まりをしていることがわか

る.

A区の31oN-32~N間の群および320 N-330 N問の群

(横線区)はB区において広い一つの群になっている.

C区では地震域がやや南下Lており深さ80kmで'290N-

30
0

Nの深い地震域と繋がる傾向を示している. また B

区において32
0
Nよりやや南に深さ80kmの突出した地震

域があるが，これはC 区320 N線の60~70kmの地震域に

繋がり，更にD区320N線の、深さ90kmの地震域に更にE

区の32 0 N線の120~160kmの地震域に繋がっているよう

である.

C区で 32030'Nから340Nにかけての表層に密度は大

きくないが地震が均等に分布している区域〈点斜線域〉

がある.この群は北部では浅いが南へ行くにしたがって

次第に深さを増し80kmに達しているがこれはD区320N

線の深さ 90kmの地震域に繋がっているものと考えられ

る.

D区330N-340Nの聞の地震域(縦線域〉はE・F • 

G ・H区の縦線区域と繋がり，深さ 40kmより浅い地震

の区域である.

E.F・G・H区の280N-310N間にある地震域は一

連のもので(右下り斜線域〉西に向って深さを増し，ま

た北に向って深さを増している.

E区の320N線にある浅い地震域(点縦線域〉は第6.

7図からみて他の群との繋がりはなさそうである.

3.3. 九州、|における震源分布

震源が 40kmより浅い地震の分布は九州全般に及んで

いるが，九州北西部は20kmより浅いものが多い.40km 

より深い震源は深発地震層の中だけに起っている.

この深発地震層が帯状の連続したものでなく震源の立

- 32ー
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第 34巻第 4 号

位置であるが，この層とは別にC. Fを結ぶ，別の層が

あり，最深部は深さ120kmに達し 29020'N-131 o40'E， 

付近がこの層の南限である.

~ 4. 重力異常分布と地盤構造について

重力の大小は地殻の厚さの不均一によるとされてい

るへ また短い波長の重力異常分布曲線は浅い地殻の構

造を示すと云われている 2)

重力異常分布図の一部分，九州付近のみを第8図に示

した.この図で西九州は大きい正域であるのに東九州は

広い範囲に亘って負域である.その中で別府湾・宮崎県

北部の大分県との県境海岸部および宮崎市付近の海岸地

帯は最も大きい負域である.

九州全般に40kmより浅い地震が分布しているが，こ

の深さは九州における地殻の平均的な深さと考えられ

る3)参照.しかし上記の3区域に於てはし、づれも沖合に

深さ 80kmfこ及ぶ垂直に連続した震源区域がある.地殻

がこの区域に於て厚くたっていると考えられる.宮崎市

付近と宮崎県北部の大きい負域の間にやや重力が大きく

なっている地域がある.第7図によるとこの区域は2O.

c'0.2 

7す:
1964.4.12 
(D，80I<M) 

第9図 P波走時偏差分布(負は標準走時より早いもの〉 第10図 P波走時偏差分布(負は標準走時より早いもの〉

ゐ

u
nuv
ゆ

第11図 P波走時偏差分布(負は標準走時より戸早いもの〉

体分布図でも分るように多くの地震群が連なって層状を

なしているが，浅層から最深部への系統的な繋がりを第

4図の矢印で示した.第4図のA. B. C. D. Eはこ

の深発地震層が 40km以内の浅い層から深くなり始める

kmより浅い地震のみ起っており，それより深い地震は

起っていない.

また大分県佐賀関半島から熊本県南部に至る重力のや

や大きい帯状の区域がある.震源の水平および垂直分布

によるとこの帯状の区域は地震が殆んど起っていない区

域である.

このことから地震は重力の小さい地域，即ち地盤の軟

かし、地域地震に多く起っているようである.

九州東部の宮崎県および大分県は全域にわたって重力・

の負域になうている.この地域は地下に深発地震層の存

在するところでもある.

別府湾および宮崎県北部で、地震の起っている区域が深

さが 80kmに達したあとその深い部分は深発地震層とし

て九州中央部に向って傾斜した層を形成するがこれは浅
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いところの地震域と連続Lたものである.このことから

宮崎県，大分県が負域になっているのはこの深発地震層

があるためで，この層は地殻と同じ物質で構成されてい

るものと考えられる.

この深発地震層が西へ向って次第にその深さを増して

い石ため地上の主力に及ぼす影響も次第に少くなり，こ

の層が存在しない西九州において重力は正域を示すもの

と考えられる.

しかし震源分布図に示されるように深発地震層は群を

なした地震域が連らなってできているが深発地震層がな

いところにおいても重力異常分布図は負の値を示してい

る.これについては次のような事が考えられる.

第4図に示されているように伊予灘から周防灘西部

へ，更に国東半島沖合へと連続して深くなっているが国

東半島沖合で80kmまで深まったあと別府湾内および佐

賀関半島にかけて‘深い地震は起っていない.その南の大

分県中部に100kmから120kmの深さの広い地震域があ

り，これは更に南西に延びて宮崎県北西部の150kmの地

震に連なっている.しかし別府湾において重力異常分布

は大きい負域になっている.このことはやはり深い所に

密度の小さい物質が存在していることを示している.こ

のごとからマントル内にある深発地震層が水平でないと

ころで地震が起るが層が水平である場所で地震は起ら

ず，再び層が傾斜している場所で地震が起っているよう

である.このことは地震が重力の傾斜の大きいところに

起りやすい傾向を示すことになる.

九州地方にはこのように80km付近まで傾斜した層が

連続しているがそのあと水平部分があってそのあと再び

傾斜した層になっている所が多¥..¥

以上のように宮崎県・大分県の広い重力異常分布の負

域は，深発地震層の分布とほぼ一致Lており，深い層に

密度の小さい物質があることを示しており，また短い波

l長の正負域によって浅い層の地質の密度の大小を知るこ

とができるが， これはマントノレが地表近くまだ、上ってい

る場合あるいは地表付近の密度が大きい場合等あってそ

の判別は出来ない.

S 5. 地震波の速度と重力異常分布
1967年7月7日08時15分頃宮崎県の中央部に起った深

さ150kmの地震および1967年11月28日11時36分頃宮崎西

部に起った、深さ130kmの地震について P波の標準走時

(和達・益田の走時〉に対する各地の偏差を求め，標準

走時より早いものに一，遅いものに十の符号を付けて示

したものが第8図である.この二つの地震の、偏差分布は

酷似しており，四国南西部から熊本県南部に至るマイナ

ス域がある.

この外に最近の地震からこのような偏差分布を示す地

震をあげることができる.

測器，時刻補正，観測などの誤差はあってもなほ共通

の分布を示しているのは九州を斜断する地震波の速い区

域があることを示すものである.この区域は重力がやや

大きい帯状の地域である.すなはち重力の大きいところ

は地震波の速さが速い，地盤の密度が大きい所である'・

このような区域に地震は起り難いようである.

1964年4月12日21時14分頃愛媛県西海岸に起った深さ

80kmの地震および 1964年11月14日12時56分頃ほほ同地

点、に起った深さ 60kinの地震の走時偏差分布を示すと第-

10図のように似た分布を示しでいる，深発地震層を含め

て地震の多く起ってし、る地域を通過した地震波は速度が

遅く，重力異常分布図において正の値の大きい地域に伝

播が早いことを示してし、る.

1966年12月5日16日寺23分頃日向灘に起った深さ Okm

の地震の走時偏差分布を第11図に示した.重力異常分布

の負域は地震波速度の遅い所である.

この他の地震についてもこのような観点に基いて地震

波速度の遅速を検討することによって理解できるものが

多い.

筆者がさきに発表した「日向灘地震についてρ」で指

摘した初動の方向の偏りも，地震波伝播の不均ーも，ま

た日向灘地震に際L宮崎の初動特性についてもこのよう

な地盤構造を考えることによって理解できる.

~ 6. 深発地震層の生成についての芳察

1596年9月1日別府湾の大地震で湾内の瓜生島の 8割

が海没し， 708人が死亡したと記録に残されている円

また1662年10月31日に起った日向灘地震で宮崎市内を流

れる大淀川河口北部から青島付近まで周囲7里35町の海

岸一帯が 3尺ないし4尺海没したと記録されているの.

この 2ヶ所は重力異常分布で負の忌も大きい地域にあ

たっている.このことと深発地震層が地殻を構成してい

る物質と同様の物質で出来ていると考えられることか

ら地表からマントル内へ地殻構成物質が運ばれたた

め，地殻表面が陥没したものではないかと考えられる.

深発地震層の浅い部分で地震が最も多く起っているこ

と，また日向灘地震の際宮崎の上下動はほとんどが引き

であるのことなどはこのことを示していると考えられ

る.

、この地殻構成物質がマントノレ内へ運ばれる機構につい

てはマントルの対流を考える外にない.

このようにしてマントル内へ運ばれた地殻構成物質

は，その深さを増すにつれて加熱・圧縮されて、溶融し，

阿蘇山・霧島山・桜島に収束するような経路で深まり，
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之等の火山活動に関与していると考えられる ー ーリング調査による東西方向の立体断面図は第12図のと

~ 7. 震源分布と地盤構造についてのまとめ おりである.

これまでの調査と検討によておおむね次の工うなこと 、 延甑測候桁
一日筒線 延1llI.t..野

がわかった. 一一一 一予・・ー 米沢次

1 九州、|にはマントルの中に深発地震層がある.これは

九州東海岸沖合いから九州中央部に向って，水平面と

50度ないし60度の傾きを持ってくさび状に傾斜した層

でその厚さは浅い所で厚く40kmぐらい深い所では薄

く10kmぐらいで，九州北部では浅く，、南へ行くに従

って深くなっている.又この層は帯状の連続したもの

ではなく，数多くの群が連なって層状をなしているも

のである.

2 この深発地震層はマントルよ lり密度の小さい物質で

できており，地殻を構成している物質と同じ物質で出

来ていると考えられる.

3 九州における地殻の平均的な厚さは 40kmぐらいで

ある九州北西部では浅く 20kmぐらいで，周防灘，日

向灘に深い地域がある.

4 地殻にも地域によって密度の差があるが密度の小さ

い，地盤の柔かい地域に地震は多く起っているようで

ある.

5 九州地方には深発地震層があり，地殻にも密度差が

あることなど地盤構造が複雑なため，地震波伝播速度

のばらつきが大きいがこの主うな地盤構造を考慮する

ことによって理解出来るものが多い.

6 熊本県北部から有明海にかけては 40kmより浅し、小

さい規模の地震が多く起っている地域であるが，震源♂

の深さから阿蘇，熊本を結ぶ細長い区域と有明海の二

つの巣に分けることが出来るようである.之等と重力

異常分布との関係についても東九川、比異った局地的な

課題として検討しなければならないが，今回はこの区

域については特別な検討はおこなっていない.

~ 8. 延岡における地震記象の特性につい.て

延岡測候所には昭和40年10月に54C型普通地震計が新

しく設置され，現在もこれによって観測が行なわれてい

る.昭和41年から昭和43年までの 3年間の記象について

特性調査を行なった.

観測期間が短かいため地震数が少く，方向別，柏域別

の偏りが大きいため，記象型の特性によって分類するま

でには至っていないが現在までの調査結果を報告する.

8.1、地形と地盤

延岡測候所は宮崎県北部を東西に流れる五箇瀬川の河

口デルタ平野の中央にあるチ高い丘の上にある.平野部

は沖積層であるが測候所がある丘は粘板岩でできてい

る、地震観測地点としては地盤が強固で理想に近い.ボ

第 12図 ボーリング調査による延岡測候所付近の地

質の東西方向の立体構造

8.2 延岡の地震記象特性

延岡からおおむね200km以内に起った地震の記象には

必ず短周期の微動が入っている.

延岡測候所は先述のとおり地盤が強固であるため普通

地震計(倍率50，周期2.0秒〉の記象に脈動は全く記録

されない.このため微動の験測は比較的容易である.

200km以上離れた地震であっても九州南方海域に起っ

た地震で、微動が記録されるものがある.これらの微動は，

地震記象に現われる位置によって次の 3通りに分けられ

る.

1) P波のあとに微動が出る場合

2) P波と同時に重なって微動が出る場合

3)本来の P波とみられる型の波より先駆して微動が

入る場合

このほかに数は極めて少いが P波が長い周期で始ま

っている特異の地震がある.

料品川仰い切小

回 43.4.¥マ. 14‘54"'ri噴の地裏
μ蜘…ぃω~"

第 13図 P波および S波のあとに出る微動

これらについて次にのベる

8.2; 1. P波のあとに微動が出る場合，

延岡から概ね200km以内に起った地震には延岡の南部

から東部にかけての一部を除いて P波のあとに微動が

出る.この徴動は極めて短周期で0.10秒から0.18秒の周

期であるが0.12秒から0.14秒までのものが最も多い.こ

の微動が P波のあと0.2秒から0.8秒に出るが0.4秒あと

に出るものが長も多い.これ等の分布を第 14図に示し

7こ."

‘、
va
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lrrlp 
(・0.6)

〈・l・¥) I (ト0)

第14図左;微動の周期分布， ( )は先駆波微動(単位秒〉右;徴動から P波までの時間，

ぐ 〉内は先駆波微動(単位秒〉

第16図 初動と徴動が重なり正弦波振動を記録する地震

四国西海岸に起った地震の場合もやや乙のような傾向

がある.

8.2.2. ‘P 波と同時に重.なって出る微動

延岡の東から南の間において距離がほぼ 50kmr;円弧

状の地帯に起る地震の場合は P波と微動が同時に起り，

第15図大きい地震の記象に出る徴動 重なって記録されるようで，P波が不規則に乱された周

4)振巾の大きい地震の記象(記録された記象の振巾が 期で、記録されていることから微動があることがわかーる.

( .0.う〉
(~O.寸)

<"0.3) 

この微動について共通の特性をあげると，

1)この微動は規則正しい短周期正弦波になる傾向があ

る.微動全体の形は紡錘型又はこれの繰返しのような

型になる傾向があるが P波と重なって乱れる場合が

多い. (第13図参照)

2) P波と微動の関係位置と|司じく S波のあとにも微

動が出るが S波ーと重なって不明瞭になっている場合

が多い

3 )微動の周期およびP波から微動までの時間の長短

は震源からの距離および却:震の規模の大小に関係なく

出るようである.

防4ヨ，3.25OO~与 9.

320"N 130".d3E 
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大きしうには振巾の大きい微動が出る(第15図参照)

以上のような点があげられる.

この種の微動を伴った特殊な地震として330N，1320 E 

付近に起る地震は P波と微動が重なって P波が規則正

しい正弦波を画く. (第16図参照〉

33も3N
D:20 

B841.4.29. 13¥.5マE

→W州
BH42.IO.31， 
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しかしこの微動のみを験測することは極めて困難であ

る.この微動の特性は 8.2.1:の微動と同じである. (第

17図参照〉

印刷.8.25. 3ZziN 13fl2E D:00 

第17図 初動と同時に徴動が出る地震

8.2.3 本来の P波に先駆して出る微動

これは本来の P波と思われる波の前に微動が出るも

ので九川本土より南の海域に起った地震に記録される.

〈第18図参照〉この先駆波の微動は 8.2.1の微動とは特

性の全く異る性格のものである.

1 )この微動は遠い所に起る地震ほど周期が長くなる.

2)ニの微動と本来の Pとみられる波までの時間も遠

い地震ほど長くなる(第14図参照〉

3)地震の規模が大きくなれば微動も大きく記録され

Q.  

4)この微動は極めて小さい振動で始まるものが多く，

初動読取りが困難な場合が多い.

田41.5.16. ヨ0・IS'N¥3o.zi"E 0:60 
日、 J

一一日……山中叫ノ1んんん~ー

四 42.¥1.26. 28・28'N¥30
o
¥7E 0: 40 

P 

第18図前駆波として出る微動

このような微動が先駆するためこの海域の地震の験測

困難なものが多く，特に緊急験測で震源判定に有効な資

料が得られることは少ない.

8.2.4. 長い周期の波が先駆として出る地'震につい

て

この程の記象は3年間に僅か3例しかない極めて特異

な地震で第19図にその 1例を示したが，水平動で周期

1.8秒の波が 9秒間記録され，そのあと O.12秒周期の微

動が1.8秒周期の波に記録され，そのあと0.9秒周期の本

来ののような型の波が出て S波に繋がっている. 長周

期の最初の波を P とし，P~S を験測すると 28.3 秒に

なる.この地震の震央は高知県東部の33030'N，134006' 

E に昭和43年12月11日20時45分頃起った深さ 50kmの地

震であるが走時曲線より求めた P~S とほぼ一致するの

でζの長い周期の波はやはり P波であることに間違い

ない.

BB43.¥2.11. 33'30'~ 134"06'E 0・50

P 崎鱒昨

-回43.8.18. 35・10'1'413S
o

Z3E D:40 
P 

，第19図長周期の波でPが始まる記象

このような長周期の P波が最初に現われた残り 2例

の記象も併せて第四図に示した.

8.3 延岡の記象特性についての考察

8.2.1.および8.2.2の微動は遠い地震の場合も近距離

の場合と同様な周期および Pからの時間を示すことか

ら，延岡に近い地点において地震によって誘発された局

地地盤の振動が微動として記録されるものではないかと

考えられる.8.2.2の微動はその中の特殊な地域でPと

微動の時間差が零になったものと考えられる.ζの場合

の特殊な例として昭和43年5月14日に屋久島南西約 100

kmに、深さ160kmの顕著地震の際に周期O.12秒の微動が

P波と重なって記録されている(第20図参照).

一一品川竹1ttv~~…
第20図遠距離で微動が出た地震

8.2.3の微動については複雑な地盤構造のため，伝播

経路の異った密度の大きい地盤を通った地震波が微動と

して記録されているものと考えられる.

8.2.4の長周期で始まるPの地震は例が極めて少いた

め特異な記象として報告することにとどめる.

最後にこの調査のとりまとめに当ってご指導くださっ

た三浦武亜官、崎地方気象台長に厚くお礼申上げます.

1)坪井忠二

2) 萩原幸男

3) 坂本琢磨

4) 大龍信雄

5) 武者金吉

6 ) 安井，田辺
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